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 摂食障害と は

　 摂食障害は「 食べる」 と いう 行動に症状があら われる、 こ こ ろ の病気

です。 全国の摂食障害の外来患者は約 2 1 万人、 入院患者は約１ 万人と

推計さ れていま す※１ 。 若年者に多く 、 女性に圧倒的に多く みら れま す。

摂食障害患者の１ ～２ 割が慢性化する と いわれています。 近年では患者

の高齢化も 指摘さ れています※２ 。

  摂食障害の種類と 症状

※３ 　 BM I（ Bo d y M ass Ind ex）： 体重 (kg )÷ 身長 (m ) の２ 乗

ら ん よ う

※１ 　 出典： 厚生労働科学研究費補助金『 精神科医療提供体制の機能強化を 推進する 政策研究』 研究

班 作成資料（ 平成 2 9 年度 N D B 集計より ）

http s://w w w .ncnp .g o .j p /n im h/se isa ku/d a ta/ ( 国立研究開発法人 国立精神・ 神経医療研究

センタ ー 精神保健研究所 )

※２ 　 中山書店「 講座 精神疾患の臨床　 ４ 　 身体的苦痛症群　 解離症群　 心身症食行動症または摂食

症群」 2 9 0 ページより 引用（ 2 0 2 1 年）

　 神経性やせ症は、 1 0 代での発症が多く 、

体重の低下（ BM I※３ 1 8 .5 未満） が特徴的

です。 やせ願望があり 、 太る こ と を 極度に恐れ（ 肥満恐怖）、 自分が実際

の体型よ り 太っ ている と 感じ ます（ ボディ イ メ ージの障害）。 極力食事を

摂ろ う と し ない「 摂食制限型」 と 、食べた後に排出行動がみら れる「 過食・

排出型」 があり ます。

神経性やせ症（ 神経性無食欲症）

　 神経性過食症は、 1 0 代後半～ 2 0 代前

半で の発症が多く 、 やせ願望や肥満恐怖

があり ま すが、 体重は標準の範囲のこ と も 多いです。 過剰な量の食事を

摂る 「 むち ゃ 食い」（ 過食） と 、 嘔吐や下剤の濫用など体重増加を 防ぐ た

めの代償行動を 繰り 返す点が特徴的です。

　 神経性やせ症の人が拒食の反動で過食や嘔吐等を する よ う になり 、 の

ちに神経性過食症になる場合も あり ます。

神経性過食症（ 神経性大食症）

https://www.ncnp.go.jp/nimh/seisaku/data/


 摂食障害の特徴

　 過食を 繰り 返し ますが、 不適切な代償行動はみら れないタ イ プ で、 肥

満と なっ ている場合も 少なく あり ません。

過食性障害

ら ん よう

身体症状

低栄養が進むと 、 肝機能障害、 骨粗鬆症、 脳萎縮など がみら れ、 女性

の場合は、 女性ホルモン など の異常から 無月経も し ばし ばみら れま す。

嘔吐や下剤の濫用によ っ て低カ リ ウム血症に伴う 不整脈など が生じ る 場

合も あり 、 生命に関わり ます。

こ つ　  そ   し ょ う し ょ う

生活上の問題

　 食事へのこ だわり や家族への食事の強要、 食材や下剤等を 大量に購入

し て経済的にひっ 迫する、 過食や嘔吐等の代償行動のために学校や仕事

を 休むなど、 家族関係を はじ め、 日常生活、 社会生活に重大な支障を き

たす場合があり ます。

心理面の特徴

　 一般に、 摂食障害の背景には対人関係上の悩みや自己評価や自尊心の

低さ があると さ れ、それを埋め合わせよう と し て体重や体型を コ ント ロー

ルする こ と に過度にこ だわり 、 安心感、 満足感、 達成感を 得よ う と する

と いう 特徴がみら れます。

　 スト レ ス発散のために過食し ている 場合も あり ま すが、 過食や嘔吐等

には苦痛を 感じ 、 罪悪感を 伴います。

　 嘔吐等の代償行動によ っ て過食後の罪悪感、 体重増加の恐怖を 解消し

よ う と し ている う ち に次第に習慣化し 、 自分ではコ ン ト ロ ールでき なく

なっ て過食や嘔吐等を 繰り 返し てし まいます。



 摂食障害の治療

併存症

　 気分（ 感情） 障害、不安障害、強迫性障害、発達障害、パーソ ナリ ティ

障害、 アルコ ールや薬物等への依存など 様々な精神疾患が併存する こ

と があり ま す。 万引き と いっ た社会的に問題のある 行動や自傷行為が

出現するこ と も あり ます。

　 神経性やせ症の治療では、 栄養補給と 体重増加が重

要な目標と なり ます。 低栄養が進むと 生命にも 関わる

ため、 重症の場合は、 入院治療が行われます。 一般的

に低栄養が進むほど 治療に拒否的になる 傾向があるた

め、 発症早期に治療を 開始し 、 極度の低栄養や慢性化を 防ぐ こ と が大

切です。 栄養状態が安定し たら 、 ボディ イ メ ージを 適正化する ための

認知行動療法※４ などの心理療法を 行う こ と があり ます。

※４ 　 認知行動療法と は、 主に物事の捉え方や考え方（ 認知） を変えていく

こ と で気持ちを楽にし 、 行動を修正し ていく 心理療法のこ と 。

　 神経性過食症では、 認知行動療法の有効性が知ら れ

ています。「 過食を 止めるこ と 」 ではなく 「 コ ント ロー

ル感を 持つこ と 」 を 目標と し 、 病気への理解（ 心理教

育）、 症状のモニタ リ ング、 生活リ ズムの見直し などを 図り ます。

　 精神症状の併存や身体疾患の合併がある 場合は、 薬

物療法を 行う こ と があり ます。 SSRI（ 選択的セロ ト ニ

ン 再取込み阻害薬） などの抗う つ薬が用いら れる こ と

も あり ます。

　 本人は自分が病気ではないと 「 否認」 する こ と が多く 、 治療を 中断

する リ スク が高いため、 治療を 進める 上では本人だけでなく 、 家族も

医療機関と 協力し あう こ と が不可欠です。 家族も 摂食障害の症状に振

り 回さ れて疲弊し がち なので、 原因探し を せずに継続的に支援を 受け

るこ と が重要です。



□　 体重・ 体型への関心が高い。

□　 太るのが怖い。

□　 食事の量を 減ら すこ と がある 。

□　 自分でコ ント ロールでき ずに、 一度にたく さ ん食べてし まう こ

　 と がある。

□　 たく さ ん食べた後に、 食べたも のを 吐いたり 、 食事を 抜いたり 、

　 たく さ ん運動し たり する。

□　 やせている。

□　 周り から はやせていると いわれるが自分ではそう は思わない。

□　 カ ロリ ーや体重のこ と で頭がいっ ぱいになる。

□　 生理がこ ない、 不順になっ た。

□　 手足が冷えやすい。

・ ・ ・ チェ ッ ク リ スト ※5・ ・ ・チェ ッ ク リ スト

  摂食障害の早期発見・ 早期治療のために

　 やせ願望や肥満恐怖が強く なく 、 代償行動の程度が軽かっ たり 、 外見

上は問題がなかっ たり する場合には、 周囲も 気づかず、 未治療のまま経

過するこ と も 稀ではあり ません。摂食障害と 診断さ れるほどでなく ても 、

ダイ エッ ト ・ 食事制限を し て慢性的にやせている方も います。 低栄養が

続く と 身体だけでなく 、 抑う つやイ ラ イ ラ など、 こ こ ろ にも 悪影響が生

じ ます。 不妊や早産、 低出生体重児などのリ スク も 高まるため、 注意が

必要です。

　 摂食障害は早期発見・ 早期治療が重要です。 神経性やせ症、 神経性過

食症の人によく みら れる特徴を 以下に挙げます。 気になる方は医療機関

や相談機関で相談し てみてく ださ い。

※５ 　 摂食障害全国支援センタ ー「 摂食障害情報ポータ ルサイ ト （ 一般）」 より 引用（ 2 0 22

年７ 月閲覧） U RL： h ttp s://w w w .ed p o rta l.j p /ab o u t/ab o ut_ check.h tm l

https://www.edportal.jp/about/about_check.html


令和５ 年１ 月発行　 登録番号（ 4 ） 4

～お住まいの地域を管轄する保健所や保健センタ ー、

精神保健福祉センタ ー等で、 ご本人やご家族、

あるいは関係機関から のご相談に対応し ています～

◎東京都立中部総合精神保健福祉セン タ ー
〒1 5 6 -0 0 5 7 　 世田谷区上北沢 2 ー 1 ー 7 　

相談電話： 03 -33 02 -77 11 （ 平日 9 時～ 17 時）

担当地域： 港区、 新宿区、 品川区、 目黒区、 大田区、 世田谷区、 渋谷区、

               中野区、 杉並区、 練馬区

◎東京都立精神保健福祉センタ ー
〒1 1 0 -0 0 0 4 　 台東区下谷１ ー１ ー３

相談電話： 03 -38 44 -22 12 （ 平日 9 時～ 17 時）

担当地域： 千代田区、 中央区、 文京区、 台東区、 墨田区、 江東区、 豊島区、

               北区、 荒川区、 板橋区、 足立区、 葛飾区、 江戸川区、 島し ょ 地域

◎東京都立多摩総合精神保健福祉セン タ ー
〒2 0 6 -0 0 3 6 　 多摩市中沢２ ー１ ー３

相談電話： 04 2-3 71 -55 60 （ 平日 9 時～ 17 時）

担当地域： 多摩地域全域

東京都夜間こ こ ろ の電話相談 

電話 0 3 -5 1 5 5 -5 0 2 8

毎日 1 7 時～ 2 2 時（ 受付は 2 1 時 3 0 分まで）




